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地域包括ケアの取組について 





2015年4月の 

介護保険制度改正のポイント 

• 地域特性に応じた「地域包括ケアシステム」 

• 介護予防は地域づくりの副産物 
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        出典：文藝春秋2015年7月号p344~p355 「2025年『老人大国』への警告」 

■ 健康長寿のポイント 

①社会性があって、②毎日よく動き、③よく肉料理を食べる 
   これまでの調査では、高齢になると、筋力は努力して維持しなければ、年間 
数％づつ筋力や筋肉量が減っていくことは、分かっていた。しかし・・・・・・・ 

 

■ 今回の調査で、筋肉量の減少の原因の最上流に「社会性」が位置づけられる。
栄養状態が衰えて、血液中の各因子の値が落ちてから社会性が落ちるのでは
なく、社会性が衰えるところから活動性が低下し、負の連鎖が始まる、ということ
が明らかになった。 

 

■ 近所での集い、カラオケ、ゲートボール、散歩といった日常的な娯楽も十分「社
会性」維持に役立つし、それが筋肉量の維持、フレイル予防につながる。 

 

■ 虚弱（フレイル）予防の視点から、筋肉量の減少（サルコぺニア）を目的とした調
査を実施。 咀嚼力、どんな食事、どんな運動をしているかなども聞いた。 

 

 

健康長寿の秘訣；千葉県柏市調査の結果より 

（東京大学 高齢社会総合研究機構2012年） 

若年層が減り、スーパーオールドが増える地域では、 

特に「健康寿命」で人生を全うできるような努力が必要 



一生を通じて私たちを健康で幸福にしてくれるものとは？ 
   ～富でも名声でもなく、良い人間関係に尽きる～  

  人生を幸せにするのは何？；アメリカ ハーバード大 成人発達研究 
    1938年から75年間にわたる724人の男性の追跡調査の結果から 

※健康で幸福な人生を送るためには、良い人間関係に尽きる 

（１）周りとのつながりは 健康に本当に良いということがわかった 

○家族 友人 コミュニティと よくつながっている人ほど幸せで、身体的にも健康で、 

 つながりの少ない人より長生きするということがわかった。孤独は害となるという 

 結果が出た。重要なのは、身近な人たちとの関係の質である。 

（２）50歳代の人間関係の満足度が、80歳代の健康で幸せな生活につながる 

○50歳で幸せな人間関係にいた人が、 80歳になっても健康だった 。 

○パートナーとともに幸福だと感じていた人たちは、 

 80歳代になり、身体的苦痛があっても、精神的に幸福だという結果がでた。 

（３）良い人間関係は、身体の健康だけでなく 脳をも守ってくれる 

○何かあったとき、本当に頼れる人がいると感じている人の記憶ははっきりしている。

そうでない人は、記憶障害がでている。 
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11.6%
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平成18年推計値
（日本の将来人口推計）

実績値
（国勢調査等）

9.9%

(2007)

12.2%

人口等の推移 
○ 我が国の75歳以上人口の割合は現在10人に1人の割合であるが、2030年に 
   は5人に1人、2055年には4人に1人になると推計されている。 

資料：2005年までは総務省統計局「国勢調査」、2007年は総務省統計局「推計人口（年報）」、2010年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成18年１2月推計）中位推計」 
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（出所） 総務省「国勢調査」及び「人口推計」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成24年1月推計）：出生中位・死亡中位推計」（各年10月1日現在人口） 

1990年(実績) 2025年 2060年 

○ 日本の人口構造の変化を見ると、現在１人の高齢者を２．６人で支えている社会構造になっており、 

    少子高齢化が一層進行する2060年には１人の高齢者を１．２人で支える社会構造になると想定 
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（資料） 国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成18年12月推計）」（出生中位、死亡中位の場合） 
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1億1,522万
人 
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人 
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8,442万
人 

386万人 752万人 1,115万人 1,758万
人 

増加 

＋1,091万人 

ほぼ同規模 

▲21万人 

減少 

▲1,702万人 より急速に 

減少 

▲2,145万人 
（年率
▲0.9%） （年率

▲1.5%） 

109万人 
（1.26） 

69.5万人 
（1.24） 

45.7万人 
（1.26） 

（23.7万人） 

1955年生まれの女性 
生涯未婚率 5.8% 夫婦の子ども数2.16人  

2005年生まれの女性 
生涯未婚率 23.6% 夫婦の子ども数1.69人  

今後我が国では急速な人口減少と高齢化が同時進行 



愛知県の人口推計 
国立社会保障・人口問題研究所 

日本の地域別将来推計人口 平成25年3月 
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豊橋市の人口推計 
国立社会保障・人口問題研究所 

日本の地域別将来推計人口 平成25年3月 
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東栄町の人口推計 
国立社会保障・人口問題研究所 

日本の地域別将来推計人口 平成25年3月 
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ラジオ体操（福岡県久留米市安武町北古賀地区） 



元気で長生きな人に共通する生活習慣 

決め手は 

「きょういく」と 

「きょうよう」です 

 

           星旦二／ワニ・プラス／2016.6.25 



「きょういく」とは、 

「今日、行くところがある」 
 

「きょうよう」とは、 

「今日、用がある」 



「集いの場」を発見し、その意義を意識化するⅠ 
（福島県郡山市／人口338,712人・高齢化率20.32％／2010国調） 

〇週１回のボランティアによるサロン 

  ↓ 

〇ＮＨＫ放送局前のラジオ体操（365日型） 

  ↓ 

〇ラジオ体操＆歩こう会（365日型）→アルコール会（年数回） 

  ↓ 

〇コンビニでのお茶会（365日型）→廃業したスナック兼自宅での       

                      集いの場（月2～3回） 

  ↓   ↑ 

  ↓ 〇転居後も、自動車で参加（365日型） 

  〇マンションでのサロンづくり 



地域づくりの中の介護予防                                                       (2015 . 11.5) 

   通いの場研修会   福島県郡山市 郡山市あさかの学園大学 



地域の宝物の具体例 



 





 



まおちゃんのおつかい便 
（三重県紀北町） 



男
の
居
場
所 

 
 

 
       

（高
知
県
室
戸
市
） 

何歳になっても「秘密基地」や「居酒屋」のような 
場所で、男だけが気楽でいい 







週１回開催される町内会主催のサロン（秋田県北秋田市） 

ここは楽しいよ！ 

サロンの日を毎日指折り 

待っているのよ。 



〇サロンやカフェを訪ねて聞く声 

   ここは楽しい！サロンの日を毎日指折り待っているのよ 

   あそこはつまらないよ。でも、仕方なく行っているの・・・ 

 

〇被災地で聞かれる声 

   震災後「ありがとう」と言うことが増えた！ 

   震災後「ありがとう」と言われることが減った！ 

   「私たちも『ありがとう』と言われたい！」 



週１回の地域食堂が、 

地域におけるつながりの紡ぎ直し（北海道釧路市） 



ちく 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害時のための一泊宿泊体験（熊本県山都町下矢部西部地区社会福祉協議会） 



平成27年度 復興庁「新しい東北」先導モデル事業 

 現場視察「昭和」の時代がやってきた！ 
                  (2015.9.26～27) 

  

福島県昭和村 



       ＮＰＯ法人大曽倉ふれんど 

   （長野県駒ケ根市大曽倉地区／人口116人、世帯数36、高齢化率37.1％） 
 

    大曽倉集落の主婦8人が出資してＮＰＯを組織し、介護保険事業や     
    環境美化運動、食品加工などに取り組む 







※河北新報 2013年7月25日(木)掲載 
国立社会保障・人口問題研究所による2012年7月の調査結果 

社会的孤独を考える 



出典：東京都監察医務院「東京都23区における孤独死の実態」 

昭和62年（男性７８８人女性３５５人） 
平成18年（男性2,362人女性1033人） 



出典：東京都監察医務院「東京都23区における孤独死の実態」 



① （介護保険サービス含む）「個別支援」は、つながりの希薄化を招く 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
           

 

 

              

 

                                           

            

     

     
個別支援の強化 

デイサービス
です 

プロが来たから、 
毎朝、声かけしなく
ても、大丈夫ね 

茶飲みに行って
も、いないこと
が多いんだ 

さらなる孤立化 を生む 

  気づかされること （思考の転換） 

全国の先進事例に 

ホームヘルパー

です 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
           

 

 

              

 

                                           

            

     

     

②「つながりづくり」や「見守り」など、住民による支え合いの活動に寄り添い、 
 

  あと押しする「地域支援」が 肝 
               

例：こまちゃん宅福便（長野県駒ケ根市） 、ダイヤモンドクラブ（川崎市）など 

きも 

  気づかされること （思考の転換） 

全国の先進事例に 

「
支
え
合
い
」 

「個別の課題」 ⇒ 「支援サービス」では、「支え合い」は起こらない！ 
 

その人を 

気に掛けている人 

  結びつく活動   

生きがい・役割・自分ごと etc  
気になる人 


